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  昨年、「就学援助の手続きを市で行うことを求めます」の署名を市教委へ提出し、市教委は今年４月 

に「担当者の説明会」を４年ぶりに行いました。しかし、学校現場の 

負担は何も変わっていません。  

  他市町では、申請先を教育委員会にしたり、オンライン申請も始め 

 ています。 

  尼教組は、尼崎市でも援助手続きの学校の負担を軽減するよう市教 

委に申し入れを新たにしました。（文書はウラ面） 

全国的には、オンライン申請が増え始め、兵庫では、川西市が始め 

ました。銀行通帳などの個人情報に関わる必要書類も、写真で添付す 

ればよく、ほとんどの保護者がオンラインで申請しているそうです。 

 

 

 

  当たり前のような「教員不足」 

 県下の小中高特支で２０１人も不足して 

 います。（5/1 現在） 

  尼教組は、兵庫教組とともに、教員不 

 足の解消を、県と県教委に求める署名に 

 取り組んでいます。 

  ｵﾝﾗｲﾝ署名も可能です、 

 右のＱＲｺｰﾄﾞから。 

  ご協力お願いします。 

   

 

 

 

 

    私たちの給与や休暇、体調を崩したときのこと、定年延長や年金など、生活に関わることだけで 

なく、学校の職員定数や臨任・会計年度職員のことなどもまとめられています。 

            前回 2020年版からリニューアルされています。ぜひ活用してください。  

             例えば、 

①「親がけがをして世話をするために仕事を休まないといけなくなった」 

               こんな時、介護休暇？看護休暇？どっちがいいの。 

             ②「自分の子がまた熱を出した。」 

子育て休暇が使えるの？何回使えるの？ 

＊組合員でなくﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸを希望する方は、尼教組までお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

尼崎市教職員組合：尼崎市西長洲町２-３４-１ 
     執行委員長 中川 純一 
 TEL 06-6481-1133   FAX 06-6481-9520 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://amakyoso.wix.com/amakyoso 
  E-mail  amakyoso@s5.dion.ne.jp 

■就学援助の申請先が 

市になっている自治体 

 ・神戸市、加古川市、播磨町、 

芦屋市、高砂市、加東市、 
  
■提出先が教育委員会か学校 

 ・明石市、三田市、三木市、 

多可町、稲美町、西脇市、 
  
■オンライン申請 

 ・川西市   



２０２３年６月１６日 

尼崎市教育委員会 様 

                        尼崎市教職員組合 

就学援助申請手続きについての要請 

日頃より尼崎の教育発展のためご尽力頂いていますことに敬意を表します。 

学校現場は、長時間労働、多様な保護者や児童生徒への対応などで、教職員は休む間もなくトイ

レに行く時間も惜しみながら働いています。このような中、教員へのなり手も減少し、教員不足が

学校現場の負担を更に増加させています。 

 負担が大きい業務の一つに、「就学援助事務」があります。 

尼崎では毎年、希望調査用紙を配布し、希望の有る無しをすべての家庭から返答を集め、希望有

りの家庭に申請書を渡し、銀行通帳コピーなどの個人情報に関わる書類を提出してもらい、担当者

やクラス担任が１件１件点検し、記入漏れなどのチェックを行い、不備があれば提出書類を完備で

きるまで、何度も家庭と連絡を取り合っています。その一方で、担当者は書類の一覧表の作成や昨

年度対象者が継続し援助を希望するのか否かの確認も、期日に間に合うよう配慮しながら行ってい

ます。このような業務を子どもや保護者のためと信じ、時間と労力を惜しむことなく長年行ってき

ました。 

昨年、市内教職員の過半数の賛同を得た「申請手続きを学校ではなく、市が責任をもって行うよ

うに」との願いを市教委へ届けました。 

しかし、尼崎市は昨年まで「やむを得ず学校へ提出できない場合」

のみ市教委へ申請としていたものを、今年は「必要書類を添付し、学

校に提出」とし「学校は記入漏れがないかを確認し、申請書をとりま

とめて、教育委員会に提出」と、申請の事務作業を学校へ丸投げしま

した。 

県下の他市町が、学校の働き方改革を進めているにも関わらず、尼

崎市は負担を増やす方向になっています。学校職員にその業務を負わ

すことは、本来の教育活動への注力をそぐことになりかねません。 

他市では、学校は就学援助制度の案内を配布するのみで、後の手続きは市が行うところや、オン

ライン申請を導入した自治体もあります。  

尼崎市においても、就学援助事務の学校負担を軽減する施策を実施するよう要請します。 

要請項目 学校における就学援助申請手続きの軽減策を、 

実施すること。 
 

 

                                 核兵器をなくせ！ 戦争をやめよ！ 

                                 ８月６日広島をめざして歩き続けています。 

  誰でもいっしょに歩けます。 

 

 

 

 

 

７月

８日

(土) 

宝塚市役所９：３０発⇒伊丹スポーツセンター１０：４５着 
宝塚市役所１１:００出発⇒伊丹市役所１２：００着 
伊丹市役所１２：４０発⇒阪急伊丹駅南１３：４０ 

さんさんタウン１４：１５～14:45スタンディング 
尼崎市役所１５：３０⇒阪神尼崎駅北 17:00 

７月

９日

(日) 

尼崎市役所９：３０発⇒武庫川橋 10:30⇒西宮市役所１２：３０ 

西宮市役所１３：１５⇒阪神西宮駅南１４:００ 
芦屋市役所１４：４５⇒市内周回⇒芦屋市役所１６：００ 
川合公園１６：００⇒東灘郵便局１６：３０⇒阪神御影駅南公園１７：００ 

■就学援助の申請先が 
市になっている自治体 

・神戸市、加古川市、播磨町、 

芦屋市、高砂市、加東市、 

■提出先が教育委員会か学校 

・明石市、三田市、三木市、 

多可町、稲美町、西脇市、 

■オンライン申請 

 ・川西市   
(尼崎市教職員組合調べ) 


